
　５月22日、滝沢米内沼地区の牧草地で市民や森林組合
などの団体を合わせて60人が植樹を行いました。植樹は、
水資源の確保や地球温暖化の防止を目的に奥入瀬川ク
リーン対策協議会が主催したものです。
　参加者は森林組合の職員から植樹の手順などの説明を
受けた後、スコップを手にサクラ、エンジュ、カツラ、
モミジ、ナラなど合わせて1,700本の苗木を植えました。

水資源の確保と地球温暖化の防止を目指して
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スコップを使いながら丁寧に苗木を植えた
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　日本語を学ぶタイの泰日工業大学の学生19人が５月21
日から２泊３日の日程で本市を訪れ、農家民泊を通して
交流を深めました。
　受け入れ農家は十和田農業体験連絡協議会に加入する
５戸。学生は田植えの繁忙期を迎えた受け入れ農家の田
んぼで稲の苗配りなどの手伝いやホームステイを通して
農家の暮らしを体験しました。

農家にホームステイ

タイの学生が農業体験を通して交流

苗箱を手渡して田植えの手伝いをする学生

　５月30日、市消費者の会と市名水保全対策協議会の会
員が休屋地区の遊覧船乗り場から乙女の像前まで清掃活
動を行いました。この活動は５

ゴ ミ ゼ ロ

月30日にちなんで「ゴミ
ゼロ運動」として行っているものです。今年は東北新幹
線全線開業の年で、会員はたばこの吸殻や紙くず、ガラ
スの破片などを拾い集めながら、観光客にごみのない湖
畔の景色を楽しんでほしいと話していました。

５月30日はゴミゼロ運動の日

休屋地区の御前ケ浜で清掃活動

乙女の像前の清掃

　６月13日、高森山パークゴルフ場でいきいき健康づく
りパークゴルフ教室が開催されました。この教室は市教
育委員会が市民の健康づくりとスポーツの普及を目的に
開催したものです。参加者はＮＰＯ国際パークゴルフ協
会の指導員からパークゴルフのルールやボールの打ち方
を教わった後、グループに分かれてコースを回りプレー
を楽しみました。

市民１スポーツを目指そう

パークゴルフで健康づくり

ボールを打つ音や歓声が響き渡っていた

十和田市ブログ「駒の里から」を
ご覧ください

市ホームページに十和田市ブログを設けました。
ブログには広報とわだに掲載できなかった記事も
紹介していますのでご覧ください。
http://citytowada.exblog.jp/


